
北条時宗 第８代執権

３４歳でなくなった…

大事ポイント
１３世紀に中国を支配したモンゴル人
（５代皇帝 ）は、国名を
（ ）と定め、朝鮮を支配し、日本にも
家来になるように求めてきた。
当時の執権（ ）はこれをはねつけた。
怒った元は、２度にわたって九州北部を攻めて
きた。この事件を（ ）という。

フビライ＝ハン

元

北条時宗

元寇

１２７４年 文永の役
１２８１年 弘安の役

ひとつ問題が…

幕府が「ご恩」で土地を与えることができない。
元から土地をうばっていない。



元との戦い 自分でも調べて、考えてみよう！

元 日本

集団
弓矢やてつはう
などの武器
身軽な服装

一人で戦っている
よろいをつけて
馬に乗っている
武器は弓矢



大事ポイント

御家人は多くの費用を負担し、命をかけて戦ったが、
元から領土を得ることができなかった鎌倉幕府は、
御家人に（ ）としての新しい領地を
与えることができなかった。
このため、生活が苦しくなった御家人は、鎌倉幕府に
不満をもつようになった。

ご恩

幕府と御家人の関係が、

幕府の力は、

くずれていった。

おとろえていった。

戦いに勝ったのに御家人が
領地をもらえなかったから。



室町文化と力をつける人々

足利義満３代将軍

どんな人？どんなことした？

なんと、１０歳のころに父（義詮）が
なくなって将軍になった！

・将軍としてとても優秀！
・中国（明）と貿易をした。

日明貿易（勘合貿易）

・京都の北山に金閣を建てた！
金箔をはってるよ！

・４９歳で亡くなった。
・室町時代では

義満の時代が
一番栄えていた。

お金持ちに
なった！



・京都の東山に銀閣を建てた！

８代将軍 足利義政

義満の孫

どんな人？どんなことした？

実は、将軍になる予定はなかった。
父、兄がなくなってしまったため、
１０歳より前に将軍になることが決定。
成人になると、正式に将軍！

完成を見る前に
亡くなっちゃう。



大事ポイント

３代将軍、足利義満は、京都の北山に
金ぱくをはった（ ）を建てた。
義満の孫の８代将軍、義政は東山に
（ ）を建てた。
この頃に、たたみや障子、ふすまなどを使った
（ ）という
日本独自の建築様式が完成した。

金閣

銀閣

書院造



室町文化の特徴

・（ ）…墨だけを使って絵を描く。
（ ）から伝わったものを
（ ）が日本風に完成させる。

・（ ）…質素な茶室で心静かに
茶を楽しむ作法。

・（ ）…書院造の床の間をかざる。
・（ ）…石や砂を用いて、水の流れや

山の風景を表現した庭園。

水墨画
中国
雪舟

茶の湯

生け花

枯山水

室町文化は、現代に受け継がれている。



まちや村

祭り・盆おどり…さかんに行われる

田楽・猿楽…やがて能や狂言として広まる。

観阿弥・世阿弥の父子
足利義満が保護 日常の言葉を使い、

こっけいな動作や
せりふ



大事ポイント

室町時代になると、まちや村では、
祭りや盆おどりなども各地でさかんに
行われるようになった。
田植えのときに豊作をいのっておどられた
（ ）や（ ）は、
（ ）や（ ）へと広まっていった。

・（ ）…（ ）の父子が足利義満の
保護を受けて完成させた。

・（ ）…日常の言葉を使い、こっけいな動作や
せりふで人々を楽しませた。

田楽 猿楽

能 狂言

能 観阿弥・世阿弥

狂言



大事ポイント

力を合わせて農作業を行い、自分たちの生活を
守ろうとする人々が増えたが、一方で、用水や
山林の利用をめぐって人々の（ ）も起こった。
こうした中で、村の長老を中心に、人々が集まって
話し合いをもち、生活の（ ）をつくったり、
ほかの村との交渉を進めたりする動きも現れた。

争い

きまり


